
防
火
の
誓
い
新
た
に 

　
　
　
笠
松
消
防
出
初
め
式 

　
笠
松
消
防
出
初
め
式
が
一
月
六

日
、消
防
団
員
・
関
係
者
約
百
五

十
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
た
式

典
で
は
、平
成
十
九
年
度
消
防
定

例
表
彰
が
行
わ
れ
、来
賓
の
か
た

が
た
か
ら
は
、日
ご
ろ
の
消
防
活

動
に
対
す
る
感
謝
や
激
励
の
こ
と

ば
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、式
典

終
了
後
、町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
か
ら
、温
か
い
ぜ
ん
ざ
い
が

提
供
さ
れ
、団
員
の
労
を
ね
ぎ
ら

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
あ
と
、本
町
通
り
で
分
列

行
進
し
、笠
松
み
な
と
公
園
で
は

一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、防
火
の
誓
い

を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　
式
典
に
お
い
て
受
章
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

 

▽
岐
阜
県
知
事
表
彰（
伝
達
） 

永
年
勤
続
功
労
章
…
石
神
喜
治 

勤
続
功
労
章
…
中
村
正
誠 

功
労
章
…
名
和
幸
彦 

消
防
団
員
優
秀
家
族
賞
…
杉
山

浩
代
、丹
下
泰
江
、疋
田
貴
和
子
、

福
井
富
美
子
、本
谷
茂
美 

消
防
団
年
間
優
秀
賞
…
笠
松
町

消
防
団 

▽
岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
伝
達
） 

功
績
章
…
松
原
義
人
、則
武

克
彦
、大
野
世
志
臣 

勤
労
章（
二
十
年
）…
苅
谷
智

安
、小
池
直
人
、道
家
修 

勤
労
章（
十
五
年
）…
杉
山
邦

雄
、水
嶋
健
一
、関
谷
勝
彦
、西

脇
高
信 

▽
岐
阜
振
興
局
長
表
彰 

功
績
章
…
松
原
直
樹
、原
英
司
、

森
秀
昭 

▽
岐
阜
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

運
営
協
議
会
長
表
彰（
伝
達
） 

優
良
章
…
小
野
木
冨
美
子
、伏

屋
芳
子
、大
橋
房
子
、小
野
木
カ

ズ
子 

表
彰
旗
…
笠
松
町
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ 

▽
笠
松
町
長
表
彰 

特
別
功
労
章
…
伏
屋
幸
一
、河
合

秀
三 

功
労
章
…
松
原
繁
俊
、藤
井
嘉
明
、

畑
佐
孝
、野
田
義
之 

▽
笠
松
町
消
防
団
長
表
彰 

功
労
章
…
森
康
行
、太
和
田
浩
司
、

田
島
一
樹
、山
田
誠
、堀
佳
裕
、加

藤
寿
久 

功
績
章
…
服
部
将
司
、佐
藤
勝
則
、

永
井
利
彦
、大
川
敦
、黒
坂
知
弘
、

藤
田
祐
史
、岩
井
康
哲
、加
藤
泰

教 精
績
章
…
廣
江
正
昭
、廣
江
一
昭
、

奥
村
敬
宗
、淺
野
陽
平
、後
藤
良

一
、棚
橋
渡
、岩
井
大
輔
、長
谷
部

佳
哲 

勤
労
章（
三
十
年
）…
野
田
忠 

勤
労
章（
二
十
年
）…
苅
谷
智
安
、

小
池
直
人
、道
家
修 

勤
労
章（
十
五
年
）…
杉
山
邦
雄
、

水
嶋
健
一
、関
谷
勝
彦
、西
脇
高

信 勤
労
章（
十
年
）…
松
原
義
人
、

丹
下
晋
吾
、疋
田
佳
久
、福
井
伸

次 勤
労
章（
五
年
）
…
森
康
行
、太

和
田
浩
司
、田
島
一
樹
、山
田
誠
、

加
藤
寿
久
、小
池
哲
史 
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　12月7日に町行財政改革推進委員会が開催され、平
成20年度以降の行財政運営についての答申が出されま
した。 
　自主財源の増加を目指し、活力あるまちづくりを実
現するため、今後の行財政運営の指針について、昨年
町長より諮問され委員会で議論が重ねられてきました。 
　行財政改革推進プラン計画期間が、今年度で最終年
次を迎えるにあたり、町ではこの答申を踏まえて今後
の財政収支の見通しを立て、これを基に現在や将来に
おける課題を捉え、財政運営の健全性を確保するため
の指標として、平成20年度から24年度までの中期財政
計画を策定しました。 
　地方財政を取り巻く環境の変化など、当町の財政状
況は今まで以上に厳しい状況が予想されますが、行財
政改革の目的である町単独で持続できる行財政体質を
築くことは今後においても変わることなく、中期財政
計画を指標に、平成20年度以降も引き続き、健全な財
政運営を図るものであります。 
※詳しくは、笠松町ホームページ（http://www.town. 
　kasamatsu.gifu.jp/）をご覧ください。 

笠松みなと公園で一斉放水する消防団員 

収支試算表 

※１消費的経費　人件費、物件費、維持補修費、扶助費、補助金費など、後年度に形を残さ
ない経費。 

※２ 投資的経費　道路、学校の建設など社会資本の整備に要する経費。 
※３ 経常収支比率　80％台を維持。 
　　人件費・扶助費・公債費などの義務的な経常経費に、町税・地方交付税などの経常一般
財源収入がどの程度充当されているかを示す指標。この比率が低いほど財政構造の弾
力性が富んでいることになる。 

※４ 自主財源比率　60％以上を目指す。 
　　自主的に収入することができる財源のこと自主財源といい、町税・使用料・手数料・財産
収入などがこれにあたる。この自主財源を歳入総額で割ったものが自主財源比率で、この
割合が大きいほど、自前の財源で自主的な財政運営ができることを示す。 

※５ 公債費比率　10％以内を維持。 
　　公債費(借入金の返済に使われるお金)の一般財源に占める割合。比率が高いほど財政

構造の弾力性を圧迫することとなる。 

歳
　
入 

  

歳
　
出 

平成20年度 

2,910 

2,821 

5,731 

5,023 

531 

177 

5,731 

86.9% 

58.2% 

5.0%

区　分 

町税 

その他 

合計 

消費的経費（※1） 

投資的経費（※2） 

その他 

合計 

経常収支比率（※3） 

自主財源比率（※4） 

公債費比率（※5） 

平成21年度 

2,846 

2,747 

5,593 

5,112 

304 

177 

5,593 

89.4% 

59.9% 

5.8%

平成22年度 

2,841 

2,817 

5,658 

5,090 

396 

172 

5,658 

89.1% 

59.1% 

5.9%

平成23年度 

2,841 

2,498 

5,339 

4,915 

257 

167 

5,339 

84.7% 

60.8% 

6.1%

平成24年度 

2,806 

2,643 

5,449 

4,918 

302 

229 

5,449 

84.3% 

58.9% 

6.2%


